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本日のスピーカーのご紹介

Suteechai Santivarakum

Chief Executive Officer
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タイ インドネシア マレーシア シンガポール ベトナム フィリピン

東南アジアの損害保険市場

*2022年市場規模、2023年3月末為替
*(出典) : Thai General Insurance Association, Indonesia General Insurance Association, ISM(Insurance Services Malaysia), 
General Insurance Association of Singapore (GIA), IAV, Insurance commission

タイは東南アジア最大の損害保険市場

単位︓USD bn
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タイの損害保険市場
元受正味保険料

マーケット成⻑率

種目構成

THB285 bn

(USD 8.3 bn)

+5.5%
(CAGR 2023-2033)

*(出典) : Allianz Global Insurance Report 2023, 17 May 2023

*2023年12月末時点
*(出典): The Insurance Premium Rating Bureau

*2023年12月末時点
*(出典): The Insurance Premium Rating Bureau

⾃動⾞
(57%)

火災
(16%)

傷害
(10%)

医療 (6%)

海上 (2%) その他
(9%)
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代理店・
ブローカー

(77%)

⾦融機関
(9%)

直販
(14%)

タイの損害保険市場
マーケットの特徴

競争環境
• マーケットのプレイヤーが非常に多く、サービ

ス品質ではなく価格競争に陥るリスクがある

販売チャネル
• 代理店・ブローカーが主流の販売チャネル

であり、直販は少ない

販売チャネル構成
(2023年第3四半期時点、元受正味保険料ベース)

上位10社
(69%)

その他
(31%)

40社
以上

保険会社別構成
(2023年末時点、元受正味保険料ベース)

*(出典): The Insurance Premium Rating Bureau *(出典): The Insurance Premium Rating Bureau
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タイの⾃動⾞保険
特徴

フリーインシュアランス制度
• 全⾃動⾞メーカーが、新⾞販売促進の⼀

環として、メーカーもしくはディーラーが新⾞
購⼊のお客様に代わって初年度の保険料
を負担するフリーインシュアランス制度を導
⼊している。

• 初年度更新時からはお客様ご⾃⾝が保険
をご契約される。

多様な販売チャネル
• 新⾞契約はメーカー・ディーラー、初年度更

新時以降は代理店・ブローカー、が主な販
売チャネル。

• 多様な販売チャネルを有することで⾃動⾞
保険ビジネスを網羅的に捉えることが可能
になる。

現場急⾏サービス
• 相手方がいる事故の場合は、警察が過失

割合を決定する。保険会社はサーベイヤー
を現場に急⾏させ、警察への状況説明や、
必要書類の作成など保険契約者のサポー
トを⾏う。

• 現場急⾏サービスは、タイ損害保険会社
のコアサービスの⼀つ。

タイ全土のネットワーク
• 迅速な現場急⾏がマーケットから評価され

る大きな要因。
• タイ全土にネットワークを有し、社内サーベ

イヤーを多数持つことで、迅速かつ機動的
なサービス提供が可能となる。

Key to Success
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TMSTH – Who We Are

グロス保険料 保険引受利益

4位THB 21 bn

(USD 600 m)

THB 2 bn

(USD 56 m) (シェア 7%)

*2023年通期予測ベース

業界ランキング 業界ランキング

2位

(シェア9.5%)

全体 ⾃動⾞保険(任意)

従業員数 ビジネスパートナー 国内ネットワーク レーティング

2,000人
以上

90以上
支店・クレームセンター

6,000社
以上

A
(S&P)
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TMSTH – Who We Are

販売チャネル構成 (グロス保険料ベース) 種目構成 (グロス保険料ベース)

バランスの良い、分散の効いた
ポートフォリオ

主⼒商品の⾃動⾞保険に加えて、
幅広い種目のポートフォリオ

ディーラー・
ファイナンス

42%代理店・
ブローカー

36%

日系ビジネス
20% ⾃動⾞

(任意)
63%

4%

14%

8%

6%
5%

⾃動⾞
(⾃賠責)

火災

傷害・医療

海上
その他

*2023年通期予測ベース
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TMSTH – ビジョン・バリュー

Look Beyond Profit

Deliver results through collaboration

Build trust and empowerment

“Foster a sustainable Future”

• Customer Centricity
• Driving Sustainable Results

• Collaboration
• Agility & Adaptability
• Commitment to Excellence

• Integrity & Trust
• Leveraging Diversity
• Empowering Others
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旧Safetyと旧TMITHの経営統合について

• 1941年創業
• 従業員数 約1,300名
• 業界ランキング8位 (⾃動⾞4位) *統合前
• 広範なネットワークと⾼い事業効率をもとに、特に⾃動⾞保険においてマーケットで⾼いプ

レゼンスが強み

Safety Insurance

タイ全土をカバーする
ネットワーク

⾼い事業効率と
リーンなオペレーション

95.8% 96.1% 97.9% 95.1% 94.6%
96.5% 98.1% 98.3% 101.2%

98.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

L/R Commission Admin
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• 1961年にタイで事業を開始
• 従業員数 約800名
• 業界ランキング10位 (⾃動⾞9位) *統合前
• ⻑年に亘り、タイにとって⽇本は最大の投資国。日系ビジネスの基盤を有し、

特に日系⾃動⾞メーカーとの強固な関係が強み。

Tokio Marine Insurance (Thailand)

6,000社
以上

タイ進出日系企業数
(2023年)

タイ国内新⾞販売台数ランキング
(2023年)

1 Toyota

2 Isuzu

3 Honda

4 Ford

5 Mitsubishi

旧Safetyと旧TMITHの経営統合について
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J-Biz Dealer &

Finance

Agent &

Broker

Other

Dealer &

Finance

Agent &

Broker

Other

J-Biz

Dealer &

Finance

Agent &

Broker

Other

• 両社各々の強みの根幹であるビジネスモデル等の強み
を活かすこと

• オペレーションの混乱やお客様・ビジネスパートナーへの
影響を最小限に抑えること

マーケットプレゼンスの向上 分散の効いたポートフォリオ
(販売チャネル別)

シナジー

統合の基本方針統合年

2020年

# 社名 M/S

1 Viriyah 14%

2 Dhipaya 11%

3 Bangkok 9%

4 TMSTH 7%

5 Muang Thai 6%

6 Chubb Samaggi 5%

7 Thanachart 4%

Ex-Safety 4%

8 ERGO 3%

Ex-TMITH 3%

旧TMITH

旧Safety

旧Safetyと旧TMITHの経営統合について
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TMSTH – 会社業績
グロス保険料 保険引受利益

5ヵ年 CAGR: 2.6% 
(統合後4ヵ年CAGR5.7%)

5ヵ年CAGR: 24.4%

(Thai Baht in billions) (Thai Baht in billions)

• CAGR 2.6% (統合後5.7%). 2020年-
2021年の落ち込みはコロナおよび経済の
低迷によるもの。

• 2022年以降、トップラインを回復。

タイ経済
GDP成⻑率 -6.1%

• 2020年-2021年にかけてトップラインが減
収したにも関わらず、⾼い収益性を残せた
(含む、コロナによる特殊要因)。

13



Copyright (c) 2024 Tokio Marine Holdings, Inc.

0.9
1.6

2.5
2.1

3.9

11.0

0.6

-7.3

-8.0

-4.0

0.0

4.0

8.0

12.0

2019 2020 2021 2022

TMSTH Market

-55.0

-50.2

コンバインド・レシオ 保険引受利益
マーケット対比 マーケット対比

• マーケット全体平均より良好なC/R。
• 特に2021年と2022年はコロナ保険により

マーケット全体平均のC/Rが大きく悪化。

• マーケット全体平均より安定的に保険引受
利益をあげている。

• C/R同様、 2021年と2022年にコロナ保険
がマーケットに大きく影響した。

94%
89%

82%
87%

97%
93%

99%

128%
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TMSTH – 会社業績
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統合のKey Success Factor

企業カルチャー

リーダーシップ・
コミュニケーション

人材・人事

計画・実⾏

ビジョン・基本方針
• 明確なビジョンと基本方針を設定し、バックグラウンドの異なる両社の

従業員を同じ方向にリード。
• 統合により両社の強みを生かした会社を作るという目標を明確にした。

• 統合は大きく２つのステップに分けて実施。法的統合と、オペレーショ
ン・システム及び組織の統合。

• オペレーションの混乱やお客様・ビジネスパートナーへの影響を最小限
に抑えることができた。

• 従業員は統合を成功させるための重要な要素。
• 統合後の組織パフォーマンスを最大化するために、両社の人員を最適

に配置。

• 両社のマネジメント層およびTokio Marine Asia (TM Asia)が密に
連携し、統合のビジョンと方向性を明確に示し、従業員のモチベーショ
ンを⾼め、統合プロセス全体にわたって組織を牽引。

• 旧Safetyと旧TMITHはカルチャーフィットしていたが、企業カルチャーの
融合は統合にとって重要な要素であった。

• TMSTH は、共通の価値観と目標を共有する企業カルチャーを構築
するために⻑い時間と努⼒を費やしてきた。
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TMSTHの強み

• 新⾞契約はメーカー・ディーラー、初年度更新時以降はタイで主流の代理店・ブローカー、が
主な販売チャネル。

• バランスのいい、分散の効いた販売チャネルを有することで、⾃動⾞保険ビジネスを網羅的
に捉えることができ、競争優位性となる。

• さらに、広範で良好な関係を構築しているビジネスパートナーのネットワークを有しており、
きめ細かい⾼品質なサービス提供ができている。

多様な販売チャネルと広範なネットワーク

代理店・ブローカー
(満⾜度調査)

59
*2022年調査結果

拠点数 90+
支店・クレームセンター

ビジネス
パートナー

6,000
以上

マーケット 販売チャネル構成
(2023年第3四半期、元受保険料ベース)

*(出典): The Insurance Premium Rating Bureau

TMSTH 販売チャネル構成
(2023年通期予測、グロス保険料ベース)

ディーラー・
ファイナンス

42%代理店・
ブローカー

36%

日系ビジネス
20%

代理店・
ブローカー

(77%)

⾦融機関
(9%)

直販
(14%)
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⾃動⾞保険の損害サービスネットワークとサービス品質
• 現場急⾏サービスは、タイ損害保険会社のコアサービスであり、お客様の事故対応を円滑

に進める⽀援を⾏っている。
• タイにおいては、迅速な現場急⾏がマーケットから評価される大きな要因。
• タイ全土にネットワークを有し、社内サーベイヤーを多数持つことで、迅速かつ機動的にお

客様へサービス提供ができる。また、直接的に品質管理も実⾏できる。

社内サーベイヤー 300+

提携修理⼯場 2,000+

お客様満⾜度調査
(⾃動⾞損害サービス)

61
*2023 YTD

現場到着
(30分以内)

89%
*2023 YTD

Peer A TMSTH Peer B Peer C

⾃動⾞保険
M/S 22% 9% 7% 6%

事故対応
拠点数 145 91 45 22

*(出典): 各社公表情報、TMSTH独自調査(2023年2月実施)

TMSTHの強み
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TMSTHの強み

• マーケット動向や商品収益性の変化に合わせて、迅速かつ柔軟な戦略決定を⾏っている。
• トップライン成⻑と安定的なボトムラインのバランスを重視。

ピアとの保険引受利益の⽐較 (2019-2022の保険引受利益)



Copyright (c) 2024 Tokio Marine Holdings, Inc.

11.8%

6.7%

4.0%

5.6%

9.1%

11.3%

6.2%

4.1%

5.6%

8.6%

12.6%

6.3%

3.7%

5.9%

8.9%

0.0%
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10.0%

12.0%

14.0%

Peer A Peer B Peer C TMSTH Peer D

2021 2022 2023 Q3

• 業務効率化を通じて、効率が良いリーンなオペレーションを実現。
• その結果、マーケットでも優位性あるポジションを維持している。
• トップラインが拡大する中で、従業員数も統合後に増えていない。

Yr 2020 2,134

Yr 2023 2,092

⾼い事業効率

ピアとの事業費率(グロス保険料ベース)の⽐較

従業員数
*(出典) : 各社公表資料

TMSTHの強み

19



Copyright (c) 2024 Tokio Marine Holdings, Inc.

• ⾃動⾞保険 (優位なマーケットポジションの維持、
EV市場への参⼊)

• ⾃動⾞保険以外の種目 (SMEマーケット、旅⾏)

• ⽇系ビジネス (新規事業開拓)
• 経費コントロール

• 業務効率化
• プライシングの⾼度化
• ⾃動⾞損害サービスDX (P.21-22参照)

• リスクマネジメント
• コンプライアンス
• ITセキュリティ

• Good Company

• リスクカルチャー

今後の成⻑戦略

20



Copyright (c) 2024 Tokio Marine Holdings, Inc.

⾃動⾞損害サービスDX

お客様のメリット • 簡単かつ柔軟なアポイントメント取得
• 早期に手続き完了

TMSTHのメリット • 業務効率化
経費削減 THB 8M+

業務時間削減 27,000時間

オンラインアプリを活⽤した引受現⾞確認
• タイでは、他社切替契約の引受前現⾞確認を損害サービス部門のサーベイヤーが実施。
• 従来の手法からデジタルツールの活用へ転換することで、経費・業務時間とも削減すること

ができている。さらに、CX向上にもつながっている。
• 効率化することで現場急⾏サービスにリソースを割くことが可能となっている。

お客様の
ご都合に
合わせた
アポ取得

結果
通知

お客様と
ビデオチャット
を接続して
現⾞確認

オンラインアプリを活⽤したプロセス
(2023年4⽉〜12⽉)

保険証券
発⾏
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事故報告のマルチチャネル化 – LINE公式アカウント
• タイでは、電話での事故報告が最も⼀般的。
• TMSTHではLINE公式アカウントをローンチし、お客様に新たな事故報告チャネルを提供。

(*) LINEはタイで最も利用されているコミュニケーションアプリの⼀つ。利用率は90%以上。

お客様のメリット
• 事故報告のマルチチャネル化
• 簡単な事故報告
• UX向上

TMSTHのメリット
• 業務効率化

 不急の電話応対を削減
 緊急を要する対応に注⼒できる
 社内システムとの連動

TMSTH
Motor Claims

⾃動⾞損害サービスDX
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＜ ご注意 ＞
本資料は、現在当社が⼊⼿している情報に基づいて、当社が本資料の作成時点において
⾏った予測等を基に記載されています。
これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、⼀定のリスクや不確実性を内包して
おります。
従いまして、将来の実績が本資料に記載された⾒通しや予測と⼤きく異なる可能性がある
点をご承知おきください。

お問い合わせ先

東京海上ホールディングス株式会社
グローバルコミュニケーション部 IR・SRグループ
URL: www.tokiomarinehd.com/inquiry/ir.html


